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民有林と連携し
木材の供給体制を整備



第 ���号 平成 25年 6月　（2）
　

五
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
に
局
及
び
名
古

屋
事
務
所
に
お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
記
者
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

局
管
内
の
国
有
林
の
分
布
や
資
源
状
況
等
を

踏
ま
え
以
下
に
主
眼
を
置
い
て
管
理
経
営
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一　

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

　

国
土
保
全
・
水
源
涵
養
・
地
球
温
暖
化
の
防

止
等
に
果
た
す
国
有
林
野
の
役
割
や
国
民
の
期

待
等
を
踏
ま
え
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
持
続

的
発
揮
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

重
点
事
項
と
し
て
四
つ
の
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

（
一
）
人
工
林
の
間
伐
等
の
森
林
整
備
の
推
進

　

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
涵
養
機
能
の
発

揮
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
公
益
的
機
能
を
維

持
・
増
進
す
る
た
め
、
人
工
林
の
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
長
伐

期
化
、
針
広
混
交
林
化
な
ど
多
様
な
森
林
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

（
二
）
生
物
多
様
性
保
全
の
推
進

　

奥
地
脊
梁
山
地
等
を
中
心
に
森
林
生
態
系
の

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
、
保
護
林
等
の

適
切
な
保
全
管
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
山

植
物
保
護
活
動
や
、
自
然
再
生
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

○�

木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
取
扱
い
の

検
討

　

木
曽
地
方
で
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
良

質
な
木
材
が
産
出
さ
れ
、
古
く
か
ら
伝
統
的
建

造
物
や
地
場
産
業
の
用
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
温
帯
性
針
葉
樹
林
が
ま
と

ま
っ
て
自
然
度
の
高
い
状
態
を
構
成
し
て
い
る

地
域
は
世
界
的
に
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林

の
貴
重
性
や
地
域
振
興
に
果
た
し
て
き
た
役
割

を
踏
ま
え
、
保
護
林
だ
け
で
な
く
多
角
的
な
視

点
か
ら
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
森
林
の
取
扱
い

を
検
討
し
ま
す
。

○
高
山
植
物
保
護
の
実
施

　

立
山
や
御
嶽
山
な
ど
管
内
百
名
山
を
中
心
に

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）
等

に
よ
る
高
山
植
物
保
護
の
た
め
の
巡
視
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
山
火
事
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

等
の
未
然
防
止
の
た
め
森
林
官
等
に
よ
る
国
有

林
野
巡
視
を
行
い
ま
す
。

○
自
然
再
生
事
業
の
実
施

　

木
曽
駒
ヶ
岳
や
雲
ノ
平
に
お
け
る
高
山
植
物

の
復
元
活
動
や
長
野
県
西
部
地
震
災
害
復
旧
地

に
お
け
る
自
然
再
生
事
業
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
三
）
地
域
関
係
者
や
民
有
林
と
の
一
層
の
連
携

　

国
民
の
方
々
や
民
有
林
関
係
者
と
の
双
方
向

の
情
報
等
の
受
発
信
に
よ
り
、
透
明
性
が
高
い

国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
進
め
ま
す
。

○�

森
林
計
画
の
策
定
に
お
け
る
地
域
に
根
ざ
し

た
幅
広
い
情
報
等
の
反
映

　

森
林
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
国
有
林
の
森

林
資
源
や
整
備
状
況
、
利
活
用
等
に
関
す
る
情

報
を
広
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

と
の
懇
談
会
や
現
地
見
学
会
の
開
催
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
意
見
募
集
を
実
施
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
幅
広
い
情
報
や
要
請
を
森
林
計
画

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○�

信
州
大
学
農
学
部
と
の
連
携
・
協
力
協
定
の

締
結

　

生
物
多
様
性
保
全
等
の
た
め
の
人
材
育
成
等

を
目
的
に
、
平
成
二
十
二
年
三
月
か
ら
信
州
大

学
農
学
部
と
三
ヶ
年
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
連
携
・
協

力
す
る
分
野
を
、
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
の
森

林
の
公
益
的
機
能
発
揮
の
み
な
ら
ず
、
森
林
資

源
の
有
効
利
用
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け

た
取
組
ま
で
含
め
た
新
た
な
連
携
・
協
力
協
定

と
し
て
締
結
し
、
さ
ら
な
る
協
力
を
推
し
進
め

ま
す
。

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
地
域
に
お
い
て
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
調

整
等
を
、
各
地
域
の
シ
カ
被
害
対
策
協
議
会
等

と
の
協
働
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
農
政

と
も
連
携
し
た
広
域
な
個
体
数
調
整
（
囲
い
ワ

人工林間伐直後の様子

木曽ヒノキ林（木曽署）木曽駒ケ岳植生復元作業の様子

平
成
二
十
五
年
度

中
部
森
林
管
理
局

　
　
　

事
業
概
要
を
公
表

中
部
森
林
管
理
局

　
　
　

事
業
概
要
を
公
表

「
公
益
重
視
の
管
理
経
営
と
、森
林・林
業
の

再
生
に
向
け
た
各
種
取
組
を
推
進
し
ま
す
」

「
公
益
重
視
の
管
理
経
営
と
、森
林・林
業
の

再
生
に
向
け
た
各
種
取
組
を
推
進
し
ま
す
」
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ナ
や
新
た
な
捕
獲
網
な
ど
の
設
置
等
）
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
四
）
安
全
・
安
心
な
国
土
基
盤
づ
く
り

○
治
山
事
業
の
着
実
な
推
進

　

災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
集
中
豪
雨
や
地
震
等
に
よ
り
発
生

し
た
緊
急
性
の
高
い
崩
壊
地
等
を
平
成
二
十
四

年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に

よ
り
早
期
に
復
旧
し
、
下
流
へ
の
被
害
を
未
然

に
防
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
実
施
に
当
た
っ
て
は
生
物
多
様

性
の
配
慮
や
木
材
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
治
山
事
業
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

○
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
実
施

　

民
有
林
に
お
い
て
も
、
災
害
復
旧
事
業
の
規

模
が
大
き
い
場
合
や
特
に
高
度
な
技
術
を
必
要

と
す
る
場
合
は
、
県
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
治

山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○�

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
状
況
把
握
・
復
旧
対

策
の
実
施

　

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
民
有
林
と
も
連
携

し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
、
調

査
や
応
急
対
策
、
復
旧
計
画
の
策
定
、
復
旧
事

業
の
実
施
な
ど
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

二　

森
林
・
林
業
の
再
生
へ
の
貢
献

　

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
間
伐
材
等
の

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
木
材
の
安
定
供
給
や
需

要
開
発
、
施
業
の
大
規
模
化
の
支
援
等
の
取
組

や
こ
れ
ら
を
担
う
人
材
の
育
成
を
推
進
し
ま

す
。

　

重
点
事
項
と
し
て
七
つ
の
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

（
一
）
森
林
施
業
を
通
じ
て

�

得
ら
れ
る
木
材
生
産
と
供
給

　

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
森
林
・
林
業

の
再
生
を
図
る
た
め
、
森
林
整
備
の
結
果
得
ら

れ
る
木
材
を
林
道
等
の
路
網
整
備
等
を
通
じ
て

低
コ
ス
ト
で
生
産
・
販
売
し
、
木
材
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。

（
二
）
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の
定
着

　

国
有
林
の
森
林
整
備
事
業
に
お
い
て
実
施
す

る
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
広
く

普
及
・
定
着
す
る
た
め
、
関
係
者
に
そ
の
効
果

を
広
く
普
及
し
ま
す
。

（
三
）
需
要
に
即
し
た
木
材
供
給
の
取
組

　

木
材
需
要
の
一
層
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
需

要
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
需
要
に
即
し
た
木

材
の
規
格
（
直
径
、
長
さ
）
を
揃
え
て
安
定
的

に
供
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
林
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

取
組
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の

軟
弱
地
盤
改
良
材
と
し
て
の
利
用
の
推
進
や
安

定
供
給
、
薪
の
需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
る
薪
の
需
要
拡

大
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
四
）
林
業
事
業
体
の
育
成

　

事
業
の
発
注
に
当
た
り
、
民
間
の
林
業
事
業

体
の
創
意
工
夫
を
活
用
で
き
る
総
合
評
価
落
札

方
式
を
引
き
続
き
適
用
す
る
と
と
も
に
、
中
部

森
林
管
理
局
が
発
注
す
る
事
業
量
の
見
通
し
に

関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

（
五
）
森
林
施
業
の
集
約
化
の
推
進

　

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
、
森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
、
木
材
の
安

生物多様性に配慮した渓間工

薪生産現場コンテナ苗

高 国 木曽ひのき高 国 木曽ひのき高 国 木曽ひのき
マルコウ マルコク 木曽ひのき

だんど　サン

0
H19
26

H20

35

H21

84

H22 H23 H24
H24

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

83

134

71

805

755

4

102
381

2,089

4

国有林が実施したシカ捕獲数
（中部森林管理局管内）

その他
くくりワナ貸出
委託
（くくりワナ、猟銃等）
職員実行（くくりワナ）

人工林ひのき材ブランド名
（上段が長野県木曽地域、
下段が愛知県段戸国有林）
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定
供
給
の
推
進
等
を
目
的
に
「
森
林
整
備
推
進

協
定
」
を
締
結
し
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体

と
な
っ
て
森
林
の
整
備
や
木
材
の
共
同
販
売
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
六
）
技
術
開
発
の
推
進

　

民
有
林
経
営
や
森
林
整
備
・
保
全
に
関
す
る

技
術
や
手
法
の
普
及
を
念
頭
に
、
低
コ
ス
ト
造

林
手
法
の
開
発
や
、
国
産
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型

枠
合
板
を
用
い
た
治
山
事
業
な
ど
、
国
有
林
の

事
業
実
行
に
お
い
て
実
証
等
の
取
組
を
行
い
ま

す
。

（
七
）
森
林
・
林
業
技
術
者
の
育
成

　

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
技
術
力
を
活
用

し
、
森
林
・
林
業
行
政
を
支
援
す
る
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
や
林
業
専
用
道
を
適
切
に
設
計
で
き
る

技
術
者
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
等
と
連
携
し
、
将
来
の
森
林
・

林
業
技
術
者
の
育
成
に
向
け
た
取
組
も
実
施
し

ま
す
。
さ
ら
に
国
有
林
の
技
術
者
が
、
県
の
指

導
普
及
員
と
と
も
に
、
市
町
村
の
森
林
・
林
業

行
政
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

三　

山
村
地
域
の
振
興
と
森
林
の
総
合
利
用

　

森
林
整
備
や
木
材
供
給
を
通
じ
た
雇
用
創
出

等
で
山
村
地
域
の
振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
の
連
携
の
下
、
国
民
の
皆
さ
ん
が

森
林
と
ふ
れ
あ
う
場
等
の
整
備
・
提
供
な
ど
を

通
じ
て
、
森
林
の
保
健
・
文
化
・
教
育
的
利
用

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

重
点
事
項
と
し
て
二
つ
の
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

（
一
）
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供

　

自
然
休
養
林
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

を
よ
り
広
く
国
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
の

取
組
を
地
元
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し

ま
す
。

（
二
）
森
林
づ
く
り
活
動
等
の

�

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供

　

森
林
づ
く
り
や
社
会
貢
献
活
動
等
の
需
要
に

応
え
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
や
「
遊
々

の
森
」
な
ど
『
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
』
の

た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

林
業
体
験
活
動
な
ど
へ
の
技
術
支
援
も
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
中
部
森
林
管
理
局

事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

 

［
企
画
調
整
課
］
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
一

日
、
信
州
大
学
農
学
部
ゆ
り
の
木
研
修
室
に
お

い
て
、「
中
部
森
林
管
理
局
と
信
州
大
学
農
学

部
と
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
が
、

信
大
農
学
部
中
村
学
部
長
と
鈴
木
局
長
と
の
間

で
、
調
印
・
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
大
農
学
部
と
の
間
で
は
、
平
成
二
十
二
年

三
月
に
締
結
し
た
「
日
本
ア
ル
プ
ス
等
の
森
林

に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
等
の
た
め
に
必
要

な
人
材
育
成
等
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
①
研
修
講
師
の
依
頼
②
調
査
・

技
術
開
発
と
し
て
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害

対
策
③
各
種
会
議
で
の
指
導
助
言
等
の
分
野
で

連
携
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
は
、
前
協
定
の
有
効
期
間

（
三
カ
年
）
満
了
を
機
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て

発
展
的
に
見
直
し
、
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
の

森
林
の
公
益
的
機
能
発
揮
に
と
ど
ま
ら
ず
、
森

林
資
源
の
有
効
利
用
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
た
取
組
に
ま
で
連
携
・
協
力
す
る
分
野
を

拡
充
さ
せ
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
持
続
的
社

会
の
創
造
と
発
展
、
地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の

貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
や
、
国
産

材
型
枠
合
板
を
用
い
た
実
証
的
事
業
な
ど
の
技

術
開
発
や
普
及
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
で

の
取
組
と
学
生
に
よ
る
実
習
へ
の
国
有
林
野
の

森林資源循環利用構想策定演習の様子

赤沢自然休養林での森林浴の様子

「裏木曽古事の森」で下刈作業の様子

信
大
農
学
部
と
の
連
携
と
協
力
に

�

関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
る

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
、
大
学
演
習
林
に
隣
接
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
活
用
な
ど
の
教
育
・
研
究
活

動
へ
の
貢
献
を
予
定
し
て
い
る
点
が
、
新
た
な

特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村
農
学
部
長
は
調
印
式
の
挨
拶
の
中
で

「
大
学
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
と
し
て
も
成
果
を
地
域
社
会
と
共
有
し
て

い
き
た
い
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
持

続
可
能
な
中
山
間
地
域
の
形
成
と
再
生
に
向
け

た
取
組
を
積
極
的
に
展
開
し
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
局
長
は
「
支
援
し
て
も
ら
い
た

い
項
目
は
多
数
あ
る
。
ま
た
、
国
有
林
に
は
三

つ
の
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
り
、
森
林
・
林
業
を
担
う
学
生
た
ち
の
研

究
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］「
エ
コ
未
来 

つ
な
げ
緑
の 

バ
ト
ン

パ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
愛
知
県
植
樹
祭
が
五
月

十
一
日
（
土
）、
豊
川
市
制
施
行
七
十
年
を
記

念
し
豊
川
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
大
村
知
事
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
名

古
屋
市
で
開
催
予
定
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
や

愛
知
県
森
林
税
な
ど
の
話
題
に
触
れ
、
緑
化
意

識
を
高
め
豊
川
市
か
ら
緑
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
山
脇
市

長
は
「
豊
川
市
は
山
、
川
、
海
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
源
を
次
世
代
の

子
供
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

緑
化
関
係
者
表
彰
式
で
は
、
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
校
、
団
体
・
個
人
功
労
者
、
緑
化
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
な
ど
の
入
賞
者
が
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
内
小
学
校
で
つ
く
る
四
つ
の
み

ど
り
の
少
年
団
の
代
表
が
「
緑
豊
か
森
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
緑
を
地
球
の
財みどりの誓いの宣言の様子

産
と
し
て
将
来
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
」
と

み
ど
り
の
誓
い
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
記
念
植
樹
は
雨

で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
開
催
さ
れ

た
豊
川
市
植
樹
祭
は
市
代
表
者
及
び
市
民
約

三
百
五
十
名
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
五
月
十
七
日
（
土
）
好
天
に
恵
ま

れ
、
岐
阜
県
山
県
市
大
桑
、
四
国
山
香
り
の
森

公
園
に
お
い
て
、「
未
来
へ
続
く
恵
み
の
森
づ

く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
山
県
市
合

併
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
併
せ
岐
阜
県
・
山

県
市
等
が
主
催
す
る
「
第
四
十
二
回
岐
阜
県
み

ど
り
の
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
岐
阜
県
内
の
各
市
町
村

を
会
場
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
木
の
国
・
岐
阜
県
を
象
徴
す
る
盛
大
な
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
の
記
念
植
樹
に
は
、
山
元
康
則
中
部

森
林
管
理
局
次
長
が
参
加
さ
れ
、
し
だ
れ
桜

を
地
元
山
県
市
の
小
学
生
と
と
も
に
和
や
か

な
会
場
の
雰
囲
気
の
な
か
で
植
樹
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
山
県
市
立
伊
自
良
北
小
学
校
生

徒
約
五
十
名
に
よ
る
「
伊
自
良
十
六
拍
子
」

（
山
県
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
唄
や
太

鼓
に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
よ
り
始
ま
り
、
岐

阜
県
内
で
活
動
す
る
企
業
・
団
体
に
よ
る
体

験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ

づ
く
り
や
、
杉
材
を
使
用
し
た
鍋
敷
き
・

コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

の
実
演
が
行
わ
れ
、
飲
食
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
、
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
椎
茸
加
工
品
、

農
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、
体
験
型
な
ど
趣
向

を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

中村農学部長と 木局長

各
県
で
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る

愛
知
県
植
樹
祭

山元次長の記念植樹の様子

岐
阜
県
み
ど
り
の
ま
つ
り

ゆるキャラとの記念撮影


